
8 単回帰分析――直線近似と最小二乗和法  1-1 最小二乗和法 『入門・社会統計学』（杉野 勇） 

最小二乗和法で残差平方和を最小にした時，残差 eの平均，残差 e と xの共分散，残差 e と予測値の

共分散はそれぞれ 0になる。 
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以上から，残差と x，残差と予測値 ŷの相関係数がゼロ（独立）である事が分かる。 

 

上の式をよく見ると， 

これが 0 になる事が既に示

されている。 

上の式変形の初めの方を

見よ。これが 0になる事

が既に示されている。 

共分散が 0なら当然相関

係数も 0になる。 


